
ＪＲ東海労ニュース
川内原発再稼働に抗議する！

本日午前、九州電力は川内原発１号機を再稼働しました。新基準第１号となる再稼

働です。多くの反対者の声を無視した強行再稼働に、断固抗議します。

川内原発は、最大級の活断層である中央構造線、そして、火山（桜島）の近くに建

設されています。地震や噴火の危険にさらされているのです。九州電力は「噴火の前

兆があった場合、運転を中止する」との見解を示していますが、火山学者でつくる規

制委の検討会は「噴火の時期や規模を正確に予知する技術はない」との見解を盛り込

んだ提言をまとめました。

安倍政権は、「新基準は世界一厳しい」と豪語していますが、世界では住民の避難

計画は勿論、メルトダウン事故を想定した原子炉内へのコアキャッチャー設置が常識

です。世界一厳しい基準であ

るはずの日本の基準には、そ

れらは義務付けされていませ

ん。川内市が昨年11月に策定

した、原子力防災・避難計画

については、「詳細な内容ま

で見ると、十分ではない」と

し、今後の見直しが必要との

考えを明らかにしています。

つまり、市が不備を認めてい

るのです。

ＪＲ東海労は、直ちに再稼

働の中止を求めます。

▲ 2015年８月11日『静岡新聞』
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